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「学生納付特例」制度とは
　学生の間の保険料を、社会人になってから納める制度です。
◎学校教育法に規定されている大学・大学院・短期大学・高等学校・専門学校などの各種学
　校に１年以上在学している20歳以上の学生が対象です。
◎アルバイトなどで得た前年の所得などの審査があります。
◎世帯主・配偶者の所得は関係せず、自分の所得のみが審査の対象です。
◎次の計算式で計算した金額以下であることが条件です。

　　　　　　《　所得の目安　118万円+【扶養親族等の数×38万円】　》

手続をすると将来の年金は―――

◎申請場所
　役場、全国の年金事務所など　※学校によっては学生課などで受け付けている場合があります。
◎必要なもの
・申請書（各所受付窓口にあります。もしくは日本年金機構ＨＰよりダウンロード）
　※学校によっては設置していない場合があります。
・在学証明書もしくは学生証の写し　　・基礎年金番号がわかる書類（年金手帳など）

　学生納付特例制度により、令和２年度に保険料の納付猶予を受けている方で、令和３年度
も引き続き在学予定の方に対して、日本年金機構から基礎年金番号等が印字されたハガキ形
式の申請書が送付されます。
　同一の学校に在学されている方は、このハガキに記入し返送いただくことにより、令和３年
度の申請ができます。（この場合は、在学証明書や学生証の写しの添付は不要です。）

将来に受け取る年金額を増やすために
保険料の「追納」ができます。
将来受け取る年金額を増やすために、10年以内であれば免除等を受けた期間の保険料をさか
のぼって納める「追納」ができます。
　＊ただし、３年度以上さかのぼって保険料を納める場合は、当時の保険料に一定額が加算されます。
　＊お申し込みは、年金事務所でお手続きください。

　年金は、老後に受け取るだけではありません。
　万一、病気やけがで障害が残った時に、保険料を納めてない・学生納付特例の手続きを行っ
ていないと、障害年金を受け取れなくなる可能性があります。

　学生納付特例制度についての詳しいご相談は、役場または年金事務所にご連絡ください。
役場住民課　☎55-3112／郡山年金事務所　☎024-932-3434


